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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第９０号＞ 

かながわ異グ連ニュース 

市町村合併による、広域の産業振興策が求められている   専務理事 芝 忠 

 福井県坂井市は、4年前に三国・丸岡・春江・坂井の４町が合併し、人口9万3千人の広域市となりました。 

その坂井市の商工会の方々が先月来県されましたが、その工業部会メンバーは 900 社もあって横浜からの工

場移転企業もあります。部会として「新商品開発」と「異業種交流」の2つを設け、新たな産業振興に繋げよ

うと活動しています。 

昨年９月の筆者の講演をきっかけに｢製造業者の異業種交流を神奈川で実際に見たい｣という要望でしたが、

近年、本県でも製造業系の異業種交流会は少なく、一つを見て、その良し悪しをすべて判断されるのもどうか

と考え、すでに解散しましたが筆者が永年担当していたＫＩＫ(‘85神奈川異業種交流プラザ）の旧会員に集ま

ってもらい、当時の活動成果を振り返ってもらうこととしました。 

まず会社見学先はＫＩＫメンバー企業ではないが、横浜市金沢産業団地グループの一員であるセプトワン社

殿、ベイテック社殿の２社にお願いし、いずれも不況にもめげずに頑張っている姿を見ていただくことが出来

ました。 

見学前の説明会では異グ連のサロン事業を重点的に説明し、見学後の懇談会ではＫＩＫメンバーから米沢と

の地域間交流、ＫＩＫ入会の理由、会員同士の交流など多面的な意見が発表され、｢大変参考になった｣と感謝

されました。また懇親会が非常に盛り上がり、中締めしても席を立つ人がいないというめずらしい状況でした。

ＫＩＫメンバーからも大変楽しかったという感想が寄せられました。懇親会場の野毛地域の活性化にも貢献で

きたと思います。 

これを見ると市町村合併後の広域産業振興策が現在全国的に大きな課題となっていると思います。一昨年

の世界的金融危機後、急速なアジア市場への展開と賃金格差が中小企業の経営を圧迫しています。こうした諸

問題に対する解決策を研究することが、現在の異業種交流に求められていると思います。製造業だけでなく、

商業の活性化も新たな課題です。 

神奈川異グ連も大いに奮闘しなければと改めて思った次第です。 

 

 なお、先月１８日に渡部鉄夫さんが急逝されました。個人的に仲良くしていましたので大変衝撃的です。 

５７歳。謹んで哀悼の意を表します。 

産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

おなじみ尾上町サロン（ぶらり参加大歓迎！！） 

日 時：原則第一・三金曜日（０４月１６日、０５月０７日、２１日）17:15～19:30 

場 所：神奈川中小企業センター5階異グ連事務所   話 題：自由に持ちより（テーマの事前予約ＯＫ）       

問合せ：芝、八幡、鈴木 045-633-5142        参加費：1000円（現物も大歓迎）  

第２６回「西湘サロン」の開催案内 

日 時：Ｈ２２年０５月１０日（月）１８：００～２１：００ 

場 所：あいおい損保小田原支社(瀬戸ビル)３F    参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

テーマ：今回は公的立場から地域の中小企業政策についてお話をしていただきます。 

小田原市における「地域経済活性化への取組」 

小田原市経済部 産業政策課産業政策担当主査 原田泰隆氏 

地域への出前相談事業からみた将来像について 

神奈川県西湘地域県政総合センター 商工労働部商工観光課副主幹 勝又茂徳氏 

申 込：異グ連事務局（島津、吉池、芝） 045-633-5142  fax045-633-5194 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事(事務局長) 芝 忠 

〒231-0015横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センタービル５Ｆ 

TEL ０４５－６３３－５１４２  FAX ０４５－６３３－５１９４ 

Email:iguren@kanagawa-iguren.com  

http://www.kanagawa-iguren.com 
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第３８回三浦半島経済人サロンの開催案内 

日 時：Ｈ２２年０５月２０日（木）１８：００～２０：３０（１７：３０開場） 

場 所：神奈川新聞社 横須賀支社 ５階会議室 

１、18:00～19:00  テーマ：「中小企業振興条例の狙い目」     

神奈川県異業種グループ連絡会議・専務理事   関東学院大学 非常勤講師  芝 忠氏 

２、19:00～20:00 上記テーマについての意見交換と、皆様からの情報発信も歓迎します。 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

申 込：異グ連事務局・八幡敬和 045-633-5142  防衛大学名誉教授・鶴野省三 046-836-6785 

第３７回神奈川新産学公交流サロン“よこはま”の開催案内 

日 時：Ｈ２２年０４月２１日（水）１８：００～２０：００（１７：３０開場） 

場 所：神奈川中小企業センタービル ５階 

テーマ：「コーヒーの経営について」   (社)神奈川県経営管理センター 坂本俊寛氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

申 込：異グ連事務局・織方、岡田、杉本、芝、篠原、坂本 045-633-5142  045-633-5194 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

シフト２１【http://www.shift21.jp/】        有村知里ＢＣ 

４月定例会は横浜みなとみらい万葉倶楽部において開催いたしました。万葉倶楽部様の営業戦略を学びつつ、

温泉と料理をゆっくりと堪能し懇親を深めました。 

5月定例会は、「効果的なDMとテレマーケティング」について、傳芳代表/株式会社 エコハンズの平沼芳子様

にお話をお伺いいたします。①読んでもらえるDM、ごみ箱直行のDM、②パンフレットにかけた費用を無駄にし

ない、③DM発送と電話のタイミングなど、営業のポイントとコツをお話いただきます。（5月11日（火）18時

30分～かながわ県民センター） 

シフト２１は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種や業態を問わない幅広い交流を目

的に定例会を開催しております。（原則第二火曜日開催）  

ゲストの皆様の参加を歓迎しております（初回参加は無料）。お問合せは有村まで。(arimura-c@nifty.com)  

第１０６回日韓ビジネス協議会定例会（総会）開催案内     高橋導徳ＢＣ 

日 時：２０１０年０４月２８日(水）総会１６：００～１７：１５  懇親会１７：３０～１９：３０ 

場 所：神奈川中小企業センタービル５階会議室          懇親会は「だんまや水産」桜木町店 

内 容： 

  第一号議案：2009年度活動報告     第二号議案：2009年度会計報告 

  第三号議案：2010年度会則および役員  第四号議案：2010年度活動方針 

特別講演：「韓国企業との提携形態の紹介」 (有)オリエントマシン取締役 平手陽介氏 

関心がある企業の参加者を歓迎致します。申込先：T/F045-311-0094高橋迄 mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

第１０５回日韓ビジネス協議会・報告            高橋導徳 ＢＣ 

〇第９回韓国商品展示・商談会の紹介 （株）コリアワールドトレーディング代表取締役  李 相佑氏 

〇最近の東京輸出インキュベーターセンターの状況 Kotra（大韓貿易投資振興公社）課長代理 麻生葉子氏 

 ・インキュベーターセンターの沿革および組織、人員等、入居率１００％で１３社が入居されている。 

〇友情新聞・取材メモから四方山話   友情新聞社 記者   末廣 信氏 

 ・スポーツ、経済、「から（韓）くりだより」、韓国グローバル戦略、リーダーシップ教育、幼児教育の比較、   

「日本の道徳教育は韓国に学べ」、教育なくして立国なし、「日本人として誇りを取り戻してこそ真の日韓関

係が築かれる」など紹介された。 

〇時間も知識も不用のFX自動販売ソフト「FXDuo」の紹介  PURISM代表   島田弘一氏 

〇メイン講師：「中国の経済開発区について」神奈川県異業種グループ連絡会議交流アドバイザー 児玉英二氏  

・中国の経済開発区は１９８０年代以降の中国経済の急速成長の牽引役を果してきた。現在は６４区の開発区  

が存在している。成長率上位の多くは内陸地域である。ＧＲＰ（地域内総生産）の成長率が最も高かった

のは内モンゴル自治区（１６．９％増）、ついで天津市（１６．５％）、重慶市（１４．９％）、四川省（１

４．５％）となっている。今後も益々発展しそうである。 

http://www.shift21.jp/】
mailto:arimura-c@nifty.com
mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
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寄稿 

異グ連にはお医者さんがいない     C&S会長 魚崎誠也 氏 

 最近、近所の歯医者さんに通っている。その歯医者さんの話では、最近の小学生には虫歯の子供がほとんど

いないということであった。学校での予防医学が進んでいるのと、普段外で見かける若いお母さんも、電車の

ホームで子供の手を離して平気でいるのを見て何と無責任な母親が増えたかと嘆いていたが、こと、虫歯に関

しては口うるさく言っているのか、先のような状況になっているそうである。 

 そういえば、異グ連にはお医者さんの話を聞いたことが無い。我々モノづくり屋の頭からすると、お医者さ

んが入ってくれると、上記のような人間にまつわる世の中の変化が分かり事業機会がもっと増えるのではない

かと思った次第である。 

 元々結局のモノづくり屋の目標は、人間を作ることである。その為には医学の力を借りなければできないが、

工場などのロボットは人間の表面の動きだけを追いかけたもので、まだまだ、人間そのものを追いかけたもの

に出会ってない。無論、医療機械を作る大手は、研究所などで大学の医学部と組んで、最近の IT技術との結合

を狙っていることは想像できる。 

冒頭の話から、予防医学は成人分野でも進んでいるようなので、医療現場と中小製造業との出会いに異グ連

が加わることにより、新しい時流にあった機械なり装置が期待される時期ではないかと思われた。 

各種イベント・お知らせ・募集 

第３回KIP会トプセミナー 

  ～これからどうなる日本の行方～ 

日時：Ｈ２２年４月２７日16:00～18:00 

会場：横浜情報文化センター6階 

    横浜市中区日本大通り11 045-664-3737 

テーマ「日本経済の行方」 

    毎日新聞社経済部長 逸見義行氏 

会費：KIP会員1,000円 一般3,000円 

申込：http://www.kipc.or.jp から申込み 

問合：(財)神奈川産業振興センター 

総務・企画部経営企画室 藤田、上原045-633-5062 

現場の改善にチャレンジ 

～第2回現場の無駄取り実践講座～ 

日時：Ｈ２２年５月～１０月全６回（すべて1泊2日） 

第一回5月「ﾓﾗｰﾙ訓練」PEC産業教育センター（岐阜） 

第二回6月～第五回9月毎月 

「ムダ取り実践」神奈川県内工場 

第六回10月「成果発表会」神奈川産業振興センター 

受講料：150,000円（宿泊代込） 

講師：PEC産業教育センター（カイゼンのカリスマ） 

申込・問合：(財)神奈川産業振興センター 

  総務・企画部経営企画室 藤田、上原 045-633-5062 

～平成２２年度高度技術活用研修生募集～ 

機械技術科（定員２５名）：企業の中核となる機械技術者を育成する研修！！ 

電子技術科（定員２５名）：エレクトロニクスの基礎技術を必要としている技術者に！！ 

材料化学科（定員１８名）：高付加価値製品の開発を担う化学技術者を育成する研修！！ 

 

研修期間：平成２２年６月～平成２３年３月 研修日数：約４０日（原則週一日、土・日・祭日は除く） 

研修会場：神奈川県産業技術センター（神奈川県海老名市下今泉705-1） 

修 了 証：全課程の７５％以上を受講した方に神奈川県知事の修了証を授与します。 

受講料：各科とも\130,000円（テキスト代、実習費を含む）  募集締め切り：５月２０日まで、先着順 

問合せ・申込み：神奈川県商工労働部産業人材課 技術力強化支援事業研修事務局  TEL046-235-5610  

（通称：工業技術研修センター）〒243-0435神奈川県海老名市下今泉705-1 

神奈川県の公募事業 

～平成２２年度“大学発ベンチャー事業化プロジェクトを募集～ 

公募対象プロジェクト：ＩＴ、エレクトロニクス、バイオ、自動車のいずれかに関連した分野 

採択条件：①大学等（大学、専門学校、公設試、その他研究機関）に存在する研究成果を活用した事業化。 

     ②事業化支援パートナー（法人格を有し支援業務の実績を有する者）を有するプロジェクト。 

支援内容：市場調査、試作品作成、展示会・見本市出展等の支援と、１件200万円or300万円の委託料。 

応募方法・募集締め切り：郵送のみ受け付け、Ｈ２２年５月６日（木）消印有効  申込み様式は 

http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sangyo/venture01/index.html よりダウンロードしてください。 

応募宛先・問合せ：〒231-8588横浜市中区日本大通り１ 神奈川県産業活性課  tel045-210-5560 

http://www.kipc.or.jp/
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sangyo/venture01/index.html
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在日韓国人向け新聞「友情新聞」報道（日韓ビジネス協議会提供） 

連載１ 『“知の衰退”からいかに脱出するか？』大前研一           

韓国のグローバル化戦略に学べ！ 

 中規模国家でグローバル化にうまく対応したのはドイツと韓国である。１９９７年のアジア通貨危機による

国家破綻以後の「グローバル化戦略」には大いに学ぶべき点が多い。 

〇リーダーシップ教育 

韓国の一流大学では、教育の目標を世界的な人材を輩出することに据えている。目標設定の段階からグロー

バリゼーションを意識している。カリキュラムを変更し英語教育を積極的に導入した。高麗大で英語で授業

を始めると、名門校は次々にこれに追従していった。 

梨花女子大国際学部：英語で授業するだけでなく、その授業を受けた学生たちの卒業後の進路として、国際

機関の長となることを掲げている。第８代国連事務総長に潘基文氏がなった。今度は韓国の女性が国連な

どの世界機関で活躍する番だ。 

高麗大ビジネススクール：他民族（マルチエスニック）、他文化主義（マルチカルチャラリズム）で教育して

おり、グローバル化対応を第一と考えている。「多国籍企業のアジア本部長を作る」 

〇幼児教育の比較 

 韓国：「一番になりなさい」と、幼いころから競争意識で育てられている。 

 日本：「人に迷惑をかけないようにしなさい」 

  韓国は日本に勝るとも劣らない学歴社会である。韓国の教育が一般的にどのようになされているのか。 

韓国の初期教育は、子供が生まれたすぐからゼロ歳教育を始める人もいるが、ほとんどの母親たちは満２

歳になるころからハングルや算数の簡単な計算を教え始める。中には英語を始める子もいたりする。 

満５歳ごろになるとほとんどの子が、ピアノ学院や美術学院、テコンドーの道場などへ通い始める。幼稚

園や“オリニチブ”と呼ばれる託児所でもハングル、算数、美術、英語などは基本である。 

統計によれば韓国の文化水準や価値観は、世界でも最高レベルとのことである。 

〇授業技術の研鑚に励む韓国教師たち 

 今年１月、韓国の公立小学校教員ら５８人が授業研究に日本を訪れた。このツアーは毎年松光授業技術研究

所（韓国）が企画しており、今年１７回目となる。参加費用はすべて自己負担、４泊５日で１４０万ウオン

であるが、若い教師の応募が毎年１００名近くなるという。 

 ここでは数校をまわり模擬授業を見学し、授業の進め方や教材の選び方、さらには教師としての基本姿勢な

どについて学ぶ。 

 受け入れた学校（相模原市立中央小学校）の教職員からは、「他の国の授業を、通訳を介して授業研究しよう

という姿勢に驚いた」「我々日本の教師もその姿勢に学ばなければいけない」との感想が寄せられた。 

   次号では「日中韓小学生を対象にした意識調査」「日本の道徳教育は韓国に学べ」「教育なくして立国なし」 

   などをお送りいたします。 

事務局のコーナー  

 神奈川異グ連総会の日程が（Ｈ２２年６月２９日午後）と決まりました。詳細は次号で！ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

             ＜神奈川異グ連理事会の開催＞ 

 日時：Ｈ２２年４月２２日（木）13:30～15:30  場所：神奈川中小企業センタービル ６階大研修室 

 内容要旨：(財)中小企業異業種交流財団の解散と後継組織 

      2010年度の展望と活動方針、  2010年度神奈川異グ連総会（6月29日）について  等  

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 荒 直孝 ③田中弘一 【火】 八幡 敬和 児玉 英二   【水】 （芝 忠）  杉本 明子    

【木】 松井 利夫   【金】 ①③⑤魚崎 誠也 ②④織方盛男  【土、日、祭日】は休業です。 

〒231-0015横浜市中区尾上町5-80神奈川中小企業センタービル５階  神奈川異グ連事務局 

T/F 045-633-5142/045-633-5194  URL：http://www.kanagawa-iguren.com  Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

皆様からのご投稿をお願いいたします。（会報編集担当）mail t-onogawa@pro.odn.ne.jp小野川へお送りください。 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 tel 045-633-5142  fax 045-633-5194 へどうぞ！ 
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